
                  

 

 

 

 

    

高校生が職業選択肢として農業を学ぶ 

 

8月 23日、甲南高等学校総合学科の２年生 30名を対象に、進路としての農業大学

校の魅力を伝えるとともに、甲賀地域の主要な農業部門の一つである茶業に関する知

識と理解を深めることを目的として、学校教育との連携講座を開催しました。 

 

最初に農業大学校を訪れ、同校の教育システム、就農・就職状況や甲南高等学校の

卒業生の学校生活について聞きました。その後、ICT施設の見学では、遮光管理によ

る温度調整等が全て自動で行われることに驚きと関心を持った様子でした。 

午後からは、茶業指導所において茶業や県内の茶の生産状況等についての説明を受

けた後、施設見学と茶種鑑別実習を行いました。鑑別実習では、同じ茶葉から様々な

種類のお茶が出来ることやその茶種の見分け方について学びました。 

講座終了後に行ったアンケートでは、約８割の生徒が「職業選択肢」としての「農

業」に対する関心が高まったとの回答がありました。 

今後、連携講座として、10月に先進農業者の経営見学、1月には就農青年との交流

行事を行う予定です。当課は、高校生の就農意欲の向上に向けて、今後も学校教育と

の連携を図っていきます。 

発信年月日：令和元年(2019年)９月 5日 

所 属 名：甲賀農産普及課 

番 号：C19026 

部 門 分 類：610（担い手育成） 

発 信 者 名：濵谷、竹若、落合 

普及現地情報 

農大生（甲南高校 OB）から話を聞く 茶種鑑別実習の様子 


